
様式第２９（ 第１ 条の ４回 係）

請

求

者

配
偶

者
等

大崎町長

①（ ふり がな）
●ｌ ｅｌ ●● ●Ｉ ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●回 ●● 回● ●● ●回●

Ｋ名
（法 人名 等）

⑥住所
（法人の圭たる

４ぷ務所の所在地）
ＳＳ ＳＳ Ｓ－ ＳＳ ＳＳ 回Ｓ ＳＳ ａＳ Ｓ回

⑦個人番号

⑩（ ふり がな）

東　靖１１、

－

Ｔ

Ｋ名

－

⑨住所　　Ｔ
（⑥と異なる場合）

⑩Ｒｊｌの兄姉き
（１ ８歳に達する 日なをのＲ

初の ３Ｊ１３１日 を経過した後
２２歳に達す る日 以後の最ぷＪ
の３ Ｊミ１３ １日 までの間にある

者）

⑥　・　童

⑨ま払希望
奈融機関

ＪＵ５

氏も

名称

殿

②ｔｌＥ ９り

④職業

電話　　　（

⑧Ｓ求栽の加入している
む的年金制度の柾別

⑩き年夕１日

（表面）

児童手肖　認定請求書

ア

イ

ウ

続柄　 生年 Ｊ１日

平
成

平
成

監護相１
の有無

男・女

被用者

む務員
披ｍ 者等 でな い者

③ｌ１年ｙ。１日　 ・１４１　・　 平成

⑤配偶者

１１ １日時点の住所
（１ ～５ ＪＩ 夕は前年、
６～ １２ ＪＩ夕は本年）

有・無

提１１１ 年７ヨ１日

令ね　　 ・　　・

※認定・ 却下年ｊ１日

令加　　 ・　　・

（た欄と 異なる場合に甃入 して くだ さい）

ア． 厚生年・保険　　　 イ． 国民年金　　　 ウ． その他（

※は下のｊｔ済組合の組合員である場合は括弧内に○ を２入してく ださ い．
）私 ｊＺ・校教職員共済
）国家な務員共済　 Ｏ　 地方ぬ務ａ等共済

・和 ・平成

ア

蜃）職業　イ

生計費ａ担
の有無

被ｍ者
ぬ務ｎ

（勤務先：
一生 ・ｙい

⑩請ま者の控除；け・・
偶者または同一生計配

）　　 弱者の場合に ○印

１Ｊ１１ 日時点の住所

（１ ～５ ｊｌ 夕は前年、
６～ １２ ＪＩ うｙは本年）

控除対象配偶者
Ｉ

同一生計配偶者

令和　 年夕ｙ所得顋

⑨所得　 （Ｍ まき）
の状況

（配偶者）

⑥個人
番号

（左側と異なる場合に記入 して ください）

※受付確認年月日

（令和　　年 月分）

円
　
円

同居 ・別 居　 Ｓ夕１ｅ７学 をし てい る｜’ｓ ”” ”” ”” ”” ”” ”” ”” ”” ”” ”’ ｌ※ 算定 ｊｔ象の
の別　　　 Ｓ合のＭｉ１年ＪＩ　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　 場合にＯｎｌ

｜＿ ．、 ＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

有・ 無　　 有・ 無　　 回・別

有・ 無　　 有・ 無　　 回・ ｊｌｌ

続柄　生年 Ｊ１ 日　 ｔｓのを無　 生計関｛奈　 回乙ｊｌｌｇ

成
和
　
　

成
和

平
令
　
　

罕
令

政
和
　
　

政
和

平
令
　
　

平
令

預金種 姚`　　支店コード

有・無

信ｊｌｊな協　 普ａ °当座

有・無

有・無

有・無

支店４５

ｔ
匹
　
　Ｅ
・

″
　
　
　

Ｅ
・

四
　
　Ｅ
・
四

同・別

同・別

回・別

同・別

：【まき１
゛　 年　 ｙ、χ（３》「ＲＳキ目１１１ の有きＪ ａび「生計Ｒａｌ！の ＝ヂｉｌｉ」 がいずれも「 ＝ヂｉ」
和　　　　　：の４合は、 本請求書と併せて「Ｓ護相 当一 生計費の負担について

：の確ａｌ」をご・ｉ ください・
゛　 年　 ＪＩ　：（Ｓ）ＲｔのＲ姉等と⑩Ｒｔの台計人■が３人ｌａ上のｌ１台に・る。）
和　　　　　　｜

｜． 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 －。 。－。。 －。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。ｊ

゛認ｎ醤に　 （ｓＪ迄台

；　４・　ＪＩ

令
和

年　 ＪＩ

令

和
年　　ｊｌ

令
加

年　　ｊｌ

●● ●　　　 ．－

該きＳする場合に
Ｏ

・未成年扱見入

・父母指 定者

一回 居父母

・未成年後見人
父母指定者

・同居又母

・未成年後見人
９４指定者

・同居又ｉｌ

・未成年後見人
・又ｆｌ指定者

同居父母

※第３子ｇえ降の
場合に○印

（ＪＩ額３０，０００円）

※３歳未満の
場合に○印

（ＪＩ額１５，０００円）

气匹　ｇ手肖ｊｌ額
（ＪＩ額１０，０００円）

円

（ＪＩ額３０，０ ００ＦＩ ）（ＪＩ 額１ ５，０００ＰＩ） り１ 額１ ０，０９０円）

（ＪＩ額３０，０００Ｐｊ）（ＪＩ額１５，０００Ｐｊ） （ＪＩ額１０，０００Ｆｊ）

円

円

（ＪＩ額３０，０ ０９ Ｒ） （ＪＩ額１５，０ ００Ｈ） ［ＪＩ額１０ ，０００ ＦＩ］）

口・・ｌ

○裏面のま意をよ く読んでから ａａ人してく ださ い。　 奈日１のＳは、２人しないでく ださ い。 字は、楷書（かい しよ ）ではっ きり 書いてく ださ い。

口１名義

円

奈合計１額

円

令和　　年



注意

１

２

３

４

（裏 面）

①の棚は、請求者が４Ｍｄ人である４合はｘｋ佑を、 ま人である４合は法人４５まび代表者ｆＱ４５を１１入してく ださ い。
⑥の欄は、請求者 が個人である 場合 は住 民票上の住湊 を、 法人であ る場合は 主た る事務所の所在地を右椢に記入 して くだ さい。

また、請求者 が個人で あり 、本年（ １Ｊ≡１ から ５ｊ まで の１ 夕に つい ては、前年を いい ます 。） １Ｊ≡１ １日 にきの市 Ｒｆ村（ 特別 Ｋを含み ます 。以下回 様で す。 ）に 住ｉｇｉ を有 して いた 場合 は、 当該住

肖をを欄 に記入し てく ださ い。

⑦の欄は、請求者が個人である場合のみ１２桁の個人番号を記入してく ださ い。

⑧のｌｌは、 ⑩のＳに ３歳に満たない児・がいる請求者にＩＳＲり 、請求の日におけるａａり年金制度の加入の状Ｓについて、次によ りＥ入してく ださ い。
ア　 加入 して いる ぬＭＪ年 ４１制度 につ いて 、「 ア」 から 「ウ 」ま での いず れか 該当 する もの を○ で囲 んで くだ さい 。「 ウ」 を○ で囲 んだ場合 は、 「」 ）ｌｊｉｌに その 年をの名 称を記入 して くだ さい。
イ　 「ア」を○で囲んだ場合で、第回狸被保険者又は高齢任ｔ加入被保Ｓ者 （これらの者が保険料を自 ら・額負担している場合に限り ます。） であるときは、肖該椢の余白に 「四稲」 又は

「高 任」 とＥ入し てく ださ い。

５　 ⑨の欄は、請求者及び配偶者の 前年 （ｌ ｊｌ から ５Ｊモ１ まで のＪ≡１ 分に つい ては、前４年 をい いま す。 ）の所得 につ いて の市 Ｒｆ村民税又 は特別Ｋ民税のａ所得金額、退職所得金額、 Ｌ１」林所得金額、土

地等 に係 る事業所得等 の金額、 （Ｓ渡ｙｇｉ得に係る特・Ｍ！ほを受けた場合は、その額をＭ！ほ した額） 並びに先物取り｜ に係る雑所得等の金額、特例適ｍｆ１１子等
の額、特例適皿匹の額、条がＪＳｍ利子Ｓの額並びに条Ｓ適ｍＳｉ等の額の合計額を記入して下さい。

６　 ②、 ③、 ④、 ⑤、 ⑧Ｒび⑨の栩は、 請求者が法人である場合は１１入する必要はあり ません。

７　 ⑨、 ⑩、 ⑨、 ＠、 ⑨、 ⑩Ｒび⑩の椢は、 ２人な上で児童を養育 （監護し、かつ、 ｊｉ計を回じ くするか又は生計を維持するこ とをいいます。な下回禄です。 ）している場合にＥ入して ください。
「Ｓ偶者 等」 とは、児童を養育 をす るＳ偶者、未成年後見人等 をい いま す。 なお 、配偶者 には、児童を 懐胎 した 当時婚姻 のｉｉ出 をし てい ない か、 請求者と 事実上婚姻関係と 回禄 の事情に あっ

た者 を含みま す。

⑨の欄は、配偶者等が他の市ＩＴ村に住万ｉを有する場合にａＲＭ上の住所を上欄にＥ入して ください。また、 配偶者等が本年（ ＩＪ≡１ から ５Ｊ≡ｊ までの万夕ｙについては、 前年をいいます。 ）Ｉ Ｊ１１

日に 上羂 と異なる 市ｌ‘村 に住 所を有し てい た場合は 、鳬該を ア９ｉを 下欄 にＥ入し てく ださ い。

８　 ⑩の栩は 、⑥の欄 に記載す る児童の Ｒ姉等の うち、

さい。

１２　⑥のｇは、請求者が養育をす

ア
　

イ
　

ウ
ェ

オ
カ
　

キ
ク
　

ケ
コ
サ

ついて、 記入 して くだ

９　 ⑩の 「監護相鳬の有無」の棚は、監護に相当する 日常生き上の世ＭＸび必要な縦護を している場合には、有を○で回んでください。
１０　 ⑩の 「生計費の負 担の 有無」の椢は 、⑩の欄 にＥ藏し た子 が受給者 の収入に より 子の 日常生きのを部又 は一部を 営ん でお り、 かつ 、こ れを クぐ くと ・常の生活水準を 維丿考す るこ とが でき ない場

合に は、 有を○で 囲ん でく ださ い。 例え ば回 居で あっ て子 の学 費や 家賃 ・食費等の生計費 の一部を親が負っ てい る場合、 ・居であ って 親が学費や生計費 の一部を仕き りし てい る場合等 が該 当し

ます。

１１　１８歳に・する日ｔ後の最参Ｊの３ 万３１日 をａ・した後２２歳に達する日な後の・初の ３月３１ 日までの回にある子が海夕１．に留学している４合は、⑩の「海夕ｋｉＷ学をしている羯ｓ合の日丿日１年月」 のＳに、

いつからＷＩ学しているか （日ｊｌ した年ｊｌ） をＥ入してく ださい。
ついて、 記入 して くだ さい。

１３　児童が海外に留学しているＳ合は、 ⑥の 「Ｓ外留学をしている場合のＭ」国年ＪＩ」 の欄に、 いつから留手しているか（出国した年１ ）を甃入して ください。
１４　 ⑥の 「生 計関係」 の欄 は、 次に よっ て記入し てく ださ い。

ア　 「回 一」 は、 児童が請求者 自身 の子であ る場合や 請求者が 未成年後見人 又は又４指定者で ある 場合 で、 請求者が その 子と 生計 を回 じく して いる とき に○ で回 んで くだ さい。
イ　 「維持」 は、 児まが請求者自身の子でない場合で、請求者がその子の生計を維持している ときに○で囲んでください。

１５　この請求書には、 次の書類を添えて提１Ｂしてく ださ い。 なお、当該書類により ａｉＥ明すべき事実をむ簿等（マイナンバー制度によ る情報迫携を含みます。） によ って市Ｒ村ａ （特・Ｋの【ｘａを
きは、苞該書類は省略する こと がで きま すｏ
にをＲｌｉを有する場合は、そのＥ■の｛ＩＲ票の察し又はをＲＳＥ蔵本項・回書であって、 その児・が世帯主である場合にはその旨、その児まがｔ帯主でな

が日 本国 「ち１に 住所 を有 しな くな った 日の 前日 まで ｌｌ き続 き３ 年を 超え て日 本国 「ｊｉｌ に住所を 有し 、教育を 受け るこ とを 目的 とし て夕ｉヽ ｌに居住 して

と・ｇしている４合は、請　者のその児・に対する養育の状Ｒを回らかにする こと かできる書類回らかにする こと がで きるｌ類
らか にす るこ とが でき る書類
Ｒ・との養育関４京まび絛求きとその児童との養育回係を回らかにする ことができる書類 （請求者が未成年後ＪＩ人又は又４ｍ定きである４合

てい る鳩合は、当 該事実
までのＪｉ１ 分につい ては、

ａ．　　　　　 Ｓ　 Ｓ・．

につ いて

ときは、
いずれも
いずれも
ける こと

らかにするこ とができる書類
をりいま す。 ）Ｉ　Ｊｉ１　１　日に他の市町‘村に住所を有していた場合は、請求者又は配ａ者の前年 （ｌ ｊｌ から５

らかにするこ とができる書類
は． ⑩の欄にＥ哉 した 子に係る 監護相当 ・生計費のａ 担に つい ての確認害
に、 ⑧のａにお載 した子が海夕１． に留学し てい る場合は 、当 該子が日 本国 内にＲ所 を有 しな くな った 日の 前日
外国 に居住し てい るこ とを 回ら かに する こと がで きる 書類

備考

１． ⑦Ｘび⑥の欄をほき、 あ要があると きは、所要の変更又は詞整を加えることができる。

２． 受給資格者に周知する ことによ り、 注意事項を省略するこ とができる。

、肖該事実 らか
をい

に
⑩

⑧
に

ると きは、苞該書類は省略
Ｒｒ村にをＲｌｉを有する場合は

ｊ
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